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平成２８年１０月２５日  

第五管区海上保安本部   

 
冬場に向けての警鐘！！ 

～平成２８年９月の船舶事故・人身事故発生状況（速報）～ 
 

 

 

１ 船舶事故 

（１）事故隻数等 

 ・ 事故隻数         ２１隻（前年同期 ２２隻） 

   〔９月までの累計    １５３隻（前年同期１６８隻）〕 

 ・ 死者・行方不明者      １人（前年同期  ０人） 

   〔９月までの累計      ５人（前年同期  ２人）〕 

（２）船舶用途別   

 ・ プレジャーボート     １２隻（前年同期 １２隻）       

 ・ 漁船            ５隻（前年同期  ３隻） 

・ 貨物船           ２隻（前年同期  ２隻） 

 ・ タンカー          １隻（前年同期  ３隻） 

 ・ その他           １隻（前年同期  １隻） 

 ・ 遊漁船           ０隻（前年同期  １隻） 

（３）事故種類別   

・ 衝突           １０隻（前年同期  ８隻） 

・ 機関故障          ３隻（前年同期  ３隻） 

・ 推進器障害         ３隻（前年同期  １隻） 

・ 運航阻害          ２隻（前年同期  ３隻） 

・ 乗揚            １隻（前年同期  ３隻） 

・ 爆発            １隻（前年同期  １隻） 

・ 転覆            １隻（前年同期  １隻） 

・ 浸水            ０隻（前年同期  ２隻） 

※「運航阻害」とは、バッテリー過放電、燃料欠乏、オール等の喪失及び無人漂流をいいます。 

 船釣り中は、バッテリー過放電に要注意！ 
 ○ ９月には、バッテリー過放電による事故が発生しました。釣りシーズンが

到来した現在において、バッテリー過放電に注意しましょう。 

 

 船長さんは乗船者に優しい操船をしてください！ 
○ ９月には、乗船中の転倒等による負傷が発生しました。秋冬は海が時化や

すい季節です。プレジャーボート、遊漁船等の船長さんは、乗船者が海中転

落、転倒等をしないよう十分に注意した操船をしましょう。 

 



２ マリンレジャーに伴う人身事故 

（１）事故者数 

 ・ 人身事故者数       ７人（前年同期 １３人） 

   〔９月までの累計    ８８人（前年同期１０５人）〕 

 ・ 死者・行方不明者     ０人（前年同期  １人） 

   〔９月までの累計    １８人（前年同期 ３２人）〕 

（２）主な活動別事故者数 

 ・ 釣り中          １人（前年同期  ３人） 

 ・ ボードセーリング中    １人（前年同期  ０人） 

 ・ 乗船中          ５人（前年同期  ０人） 

 ・ 磯遊び中         ０人（前年同期  ４人） 

 ・ サーフィン中       ０人（前年同期  ５人） 

 ・ その他          ０人（前年同期  １人(えい航遊具で遊興中)） 

 

 

 

 

○ バッテリー過放電による事故例 

 

その１ 漁船（１人乗り）は漂泊しつつ、電動リールを使用して一本釣り操業中、機

関が停止したため、再度、機関を起動しようとしたところ、バッテリー過放電

のため機関を起動できず漂流した。 

 

その２ プレジャーボート（１人乗り）は釣り場を移動しつつ機関を止め作業灯を点

灯したまま釣りをしていたところ、バッテリー過放電のため機関を起動できず

航行不能となった。 

 

 

○ 乗船中の負傷例 

 

その１ 水上オートバイ（３人乗り）で遊走中、約６０キロで直進していたところ最

後尾の者が落水、水上オートバイからの放出流により負傷した。 

 

その２ 遊漁船船長は釣り客２３名を乗船させ、釣り場で釣りを開始後、ポイント移

動のため速力約１５ノットで航走中、航走波の影響により船首が跳ね上がり、

船首付近に座っていた乗客３名が船内で転倒する等して負傷した。 

 

 

 

 

 






